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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明について本発明の例示的な実施形態を参照して特に図示し説明したが、添付の特
許請求の範囲に包含される本発明の範囲から逸脱せずに、形態及び詳細に様々な変更を行
い得ることが当業者には理解されよう。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　コンピュータに実装され、追跡システムにおいてユーザと交信相手との交信を追跡する
方法であって、
　ユーザと交信相手との間での電子メールメッセージを監視すること、
　電子メールメッセージが検出されると、前記電子メールメッセージを前記追跡システム
に自動的にコピーすること、
　前記電子メールメッセージを解析して、前記メッセージの送信者及び受信者を特定する
こと、
　前記送信者及び前記受信者について前記追跡システムのデータベースを検索すること、
並びに
　前記送信者又は前記受信者が前記データベースにおいて見つかった場合、前記電子メー
ルメッセージを前記交信相手の活動レコードに追加すること、
を含む、方法。
〔態様２〕
　前記電子メールメッセージを活動レコードに追加することは、前記活動がインバウンド
活動であるか、それともアウトバウンド活動であるかについての指標を追加することを含
む、態様１に記載の方法。
〔態様３〕
　前記電子メールメッセージを活動レコードに追加することは、前記メッセージがインバ
ウンドメッセージである場合、前記メッセージの前記送信者の活動レコードに前記電子メ
ールメッセージを追加することを含む、態様２に記載の方法。
〔態様４〕
　前記電子メールメッセージを活動レコードに追加することは、前記メッセージがアウト
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バウンドメッセージである場合、前記メッセージの前記受信者の活動レコードに前記電子
メールメッセージを追加することを含む、態様２に記載の方法。
〔態様５〕
　前記送信者及び前記受信者のいずれも前記データベースにおいて見つからない場合、前
記電子メールメッセージのコピーを削除することをさらに含む、態様１に記載の方法。
〔態様６〕
　電子メールメッセージを検出することは、カレンダーイベントの電子招待を検出するこ
とを含む、態様１に記載の方法。
〔態様７〕
　前記カレンダーイベントについての情報を前記データベースに記憶することをさらに含
む、態様６に記載の方法。
〔態様８〕
　前記カレンダーイベントの被招待者について前記データベースを検索することをさらに
含む、態様６に記載の方法。
〔態様９〕
　前記カレンダーイベントについての情報を前記被招待者の前記活動レコードに追加する
ことをさらに含む、態様８に記載の方法。
〔態様１０〕
　前記電子招待がキャンセルされた場合、前記カレンダーイベントについての情報を前記
データベースから削除すること、及び前記カレンダーイベントのあらゆる被招待者の前記
活動レコードから、前記カレンダーイベントについての情報を削除することをさらに含む
、態様６に記載の方法。
〔態様１１〕
　追跡システムにおいてユーザと交信相手との交信を追跡するコンピュータシステムであ
って、
　ユーザと交信相手との間での電子メールメッセージを監視し、電子メールメッセージを
検出すると、前記電子メールメッセージを前記追跡システムに自動的にコピーするメール
転送モジュールと、
　前記電子メールメッセージを解析して、前記メッセージの送信者及び受信者を特定し、
前記送信者及び前記受信者について前記追跡システムのデータベースを検索する解析モジ
ュールと、
　前記送信者又は前記受信者が前記データベースにおいて見つかった場合、前記電子メー
ルメッセージを前記交信相手の活動レコードに追加する追跡モジュールと、
を備える、システム。
〔態様１２〕
　前記追跡モジュールは、前記活動がインバウンド活動であるか、それともアウトバウン
ド活動であるかについての指標を前記活動レコードに追加する、態様１１に記載のコンピ
ュータシステム。
〔態様１３〕
　前記追跡モジュールは、前記メッセージがインバウンドメッセージである場合、前記メ
ッセージの前記送信者の活動レコードに前記電子メールメッセージを追加する、態様１２
に記載のコンピュータシステム。
〔態様１４〕
　前記追跡モジュールは、前記メッセージがアウトバウンドメッセージである場合、前記
メッセージの前記受信者の活動レコードに前記電子メールメッセージを追加する、態様１
２に記載のコンピュータシステム。
〔態様１５〕
　前記追跡モジュールは、前記送信者及び前記受信者のいずれも前記データベースにおい
て見つからない場合、前記電子メールメッセージのコピーを削除する、態様１１に記載の
コンピュータシステム。
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〔態様１６〕
　前記解析モジュールは、前記電子メールメッセージがカレンダーイベントの電子招待を
含むか否かを判断する、態様１１に記載のコンピュータシステム。
〔態様１７〕
　前記追跡モジュールは、前記カレンダーイベントについての情報を前記データベースに
記憶する、態様１６に記載のコンピュータシステム。
〔態様１８〕
　前記解析モジュールは、前記カレンダーイベントの被招待者について前記データベース
を検索する、態様１６に記載のコンピュータシステム。
〔態様１９〕
　前記追跡モジュールは、前記カレンダーイベントについての情報を前記被招待者の前記
活動レコードに追加する、態様１８に記載のコンピュータシステム。
〔態様２０〕
　前記追跡モジュールは、前記電子招待がキャンセルされた場合、前記カレンダーイベン
トについての情報を前記データベースから削除し、前記カレンダーイベントのあらゆる被
招待者の前記活動レコードから、前記カレンダーイベントについての情報を削除する、態
様１６に記載のコンピュータシステム。
〔態様２１〕
　追跡システムにおいてユーザと交信相手との交信を追跡するためのプログラムコードで
あって、コンピュータ内に具現化され、コンピュータ可読なプログラムコードを有するコ
ンピュータ可読媒体であって、前記コンピュータ可読媒体プログラムコードは命令を含み
、前記命令は、プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、
　ユーザと交信相手との間での電子メールメッセージを監視する手順、
　電子メールメッセージを検出すると、前記電子メールメッセージを前記追跡システムに
自動的にコピーする手順、
　前記電子メールメッセージを解析して、前記メッセージの送信者及び受信者を特定する
手順、
　前記送信者及び前記受信者について前記追跡システムのデータベースを検索する手順、
及び
　前記送信者又は前記受信者が前記データベースにおいて見つかった場合、前記電子メー
ルメッセージを前記交信相手の活動レコードに追加する手順、
を実行させる、コンピュータ可読媒体。
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